




Educational effect on pharmacy students received
communication practical training with simulated patient
Ken YAMAMOTO, Kimihiko TAKADA, Yutaka MASUDA, Iori HIROSAWA, 
Yoshihito MORIMOTO, Masayoshi HIROHARA, Yoshiko MIYAZAKI











































































回収には教育支援システム manaba 2.89（Asahi Net、 Inc.）を用いた。統計解析には
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　 　授業評価アンケート回収率は97.8（225人 / 230人）%、レポート提出率は99.1（228
人 / 230人）%であった。 
2．評価アンケート
　 　各調査項目に対する平均値と標準偏差を Fig.1 に示す。本実習の必要性に関する項
目（Q4）が6.3 ± 1.0と最も高かった。本実習の満足度に関する項目（Q5）が5.9 ± 







 授業評価アンケート回収率は 97.8（225 人 / 230 人）%，レポート提出率は 99.1（228




目（Q4）が 6.3 ± 1.0 と最も高かった．本実習の満足度に関する項目（Q5）が 5.9 ± 1.0，
難易度について（Q1）は 5.2 ± 1.3，好奇心の刺激（Q2）は 5.6 ± 1.2，服薬指導に対す
る興味（Q3）は 5.4 ± 1.3 となった． 
 
Fig.1 授業評価アンケート（Ave. ± S.D.，n = 225） 
1. 全くそう思わない，2. 概ねそう思わない，3. ややそう思わない，4. どちらとも言えない， 
5. ややそう思う，6. 概ねそう思う，7. とてもそう思う 
 
3. レポート解析 
(1) 異語数・各語の出現回数の平均 ± 標準偏差 
 228 名から提出されたレポートをテキストデータとしたところ，768 文が抽出され
た．また，それに含まれる異語数は 1297 個，各語の出現回数の平均 ± 標準偏差は 8.03 
± 30.62 であった．  
Fig.1 授業評価アンケート（Ave. ± S.D., n = 225）
1. 全くそう思わない、2. 概ねそう思わない、3. ややそう思わない、4. 、



















(2) 頻出上位 100 語 





Table.2 頻出上位 100 語 
抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数
患者 㻟㻥㻝 指導 㻠㻡 良い 㻞㻡
実習 㻞㻢㻝 情報 㻠㻟 気づく 㻞㻠
㻿㻼 㻞㻝㻣 改めて 㻠㻞 模擬 㻞㻠
感じる 㻞㻜㻣 違い 㻠㻝 初めて 㻞㻟
思う 㻝㻢㻥 意見 㻠㻜 立場 㻞㻟
今回 㻝㻠㻢 話す 㻠㻜 気持ち 㻞㻞
価値観 㻝㻟㻜 学ぶ 㻟㻤 専門 㻞㻞
人 㻝㻞㻞 今 㻟㻤 生活 㻞㻝
考える 㻝㻝㻜 ロールプレイ 㻟㻣 能力 㻞㻝
難しい 㻝㻜㻢 言う 㻟㻣 グループ 㻞㻜
自分 㻝㻜㻡 実感 㻟㻣 下がる 㻝㻥
必要 㻥㻜 対応 㻟㻣 緊張 㻝㻥
言葉 㻤㻥 出来る 㻟㻢 持つ 㻝㻥
説明 㻣㻤 知る 㻟㻢 出る 㻝㻥
相手 㻣㻡 服薬 㻟㻢 場合 㻝㻥
聞く 㻣㻟 考え方 㻟㻡 伝わる 㻝㻥
質問 㻣㻞 共感 㻟㻠 聞き出す 㻝㻥
薬 㻣㻞 異なる 㻟㻞 考え 㻝㻤
理解 㻣㻞 多様 㻟㻝 見る 㻝㻣
薬剤 㻣㻝 問題 㻟㻝 使う 㻝㻣
違う 㻢㻡 今後 㻟㻜 事前 㻝㻣
原因 㻢㻟 重要 㻟㻜 大きい 㻝㻣
用語 㻢㻝 普段 㻟㻜 アドバイス 㻝㻢
コミュニケーション 㻢㻜 話 㻞㻥 改善 㻝㻢
大切 㻢㻜 現場 㻞㻤 他 㻝㻢
分かる 㻡㻤 様々 㻞㻤 大事 㻝㻢
行う 㻡㻣 理由 㻞㻣 不安 㻝㻢
伝える 㻡㻠 応対 㻞㻢 治療 㻝㻡
医療 㻡㻟 経験 㻞㻢 接する 㻝㻡
知識 㻡㻟 ワーク 㻞㻡 態度 㻝㻡
それぞれ 㻡㻝 意識 㻞㻡 班 㻝㻡
実際 㻡㻝 血糖 㻞㻡 解決 㻝㻠
会話 㻠㻣 声 㻞㻡





















 共起ネットワークの結果を Fig.2 に示す．頻出語であった「患者」「実習」「SP」「感
じる」は，それらの語同士で強い共起関係にあり，「難しい」「必要」といった語とも共
関係にあった．その他の語として「価値観」は，「それぞれ」「違う」「多様」といっ
た広義では同義語にあたるものと共起していた．一方，「言葉」 相手 質問 などは，
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